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CD-ROM(CompactDiscRead-0[lyMemory)

FD(FloppyDisk)

HDD(HardDiskDrive)

RAM(RandomAccessMemory)
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新しい3.5インチ光磁気ディスク

●大容量650Mバイト

●高転送速度

●ROM･RAMデータ混在

新しい3.5インチ光磁気ディスク

ハードディスクに匹敵する容量と高速性を持ち,かつCD-ROMのように大量配布可能な,マルチメディアに対応できる統合的メディアである()

近年,コンピュータを中心にオーディオ,ビデオ,

通信,放送を融合したマルチメディアに対する要求

が強くなっている｡現在,このマルチメディア用の

メディアとしては,記録用のハードディスク装置と,

再生専用のCD-ROMが主に使用されている｡

しかし,個々のユーザーが扱うデータ量が増大し,

これまでの各用途に対して別々のメディアを使用し

ている現状から,マルチメディアに対応できる統合

的メディアが要求され始めている｡このためには,

ハードディスクに匹敵する容量と高速性を持ち,持

ち運び可能なリムーバブルメディアであり,かつ

CD-ROMのように大量配布可能であることなどの

特徴が要求される｡

このような背景から,将来のマルチメディアに対

応するため,新しい思想に基づく高密度光ディスク

システムを開発した｡このシステムは,3.5インチと

小型でありながらCD-ROMとFlじ650Mバイトの

容量を持ち,高速記録が可一能で,かつ同一ディスク

上にROMとRAMを混在させることができる特徴

を持つ｡

*lは製作所マルチメディアシステム開発本部 **日立製作所マルチメディアシステム開発本部⊥学悼+
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n はじめに

CD-ROMなどの再′1一三専用ディスクは,大容呆,低価格

で人量勺二産が可能であることから,マルチメディア用光

ディスクとして急速に普及しつつある｡

一〟,光磁気ディスクに代表される記録型光ディスク

は,大容量のデータの保管,交換移動といった用途に向

くことから,主にデータのバックアップとして使用され

る例が多く,特にマルチメディア用途として使用されて

いる例は少ない｡

これは,記鈷装置としてはHDDがODD(OpticalDisc

Drive:光ディスク)よりも容量の点で優れ,また高速

性,小型,低価格といった点でも勝るためである(図1参照)｡

しかし光ディスクの記録密度も向上しておl),また一

‾ガでは,光ディスクのメリットを牛かした新しいシステ

ムが要求されていることも事実である｡

新しいディスクシステムに要求される特性としては大

谷最,高速であること,さらに光ディスクのメリットで

あるROMディスクが低価格で,大量に複製できることな

どがあげられる｡特に,1枚のディスク上に記録吋能な

RAM領域と,人畏複製に適するROM領域を持つROM･

RAM混在型ディスク(パーシャルROMディスク)は新

しい糊途を開拓するものとして期待されている｡

今【旦+開発した3.5インチ光磁気ディスクシステムは,こ

れらの条件をすべて兼ね備えた,新しい光ディスクであ

る｡ここでは,この3.5インチ高墟ざ度光ディスクシステム

について述べる｡
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図1装置l台当たりの記録容量2)

記録密度の伸びでは,HDDに比べてODDのほうがゆるやかであ

る｡このため,'80年代では有利であった記録容量も現在ではHDDが

優っている｡
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表l システムの概要

3.5インチでありながら片面で650Mバイトと,

CD-ROMと同じ容量の情報が記録再生できる｡

項 目 内 容

光ヘッド 記録再生レーザ(波長680nm)

対物レンズNA(0.55)

記毒貴方式 レーザパルス照射磁界変調

ダイレクトオーバライト

サーボ方式 サンプルサーボ

変調方式 NRZl

信号処羊里 PRML

ディ スク 卵8mm,カートリッジ

基板0.8mm厚,片面

容 里 フォーマット時650Mバイト

注:略語説明

NA(NumericalAperture;開口数)

NRZl(Non-ReturntoZerolnverted)

PRML(PartialResponseMaximumLikelihood)

凶 新システムの概要

高密度3.5インチ光ディスクのシステムの概要を表1

に示す｡主な特徴として,(1)高密度記録再生技術,(2)高

速ダイレクトオーバライト,(3)ROM･RAM混在化の3

点があげられる｡

2.1高密度化技術

高密度化を達成する技術的なアプローチとしては,赤

色の短波長レーザ,レーザパルス月鯛寸磁界変調記録1),

PRMLがある｡短波長レーザは記録と再生の両方に寄与

する｡通常,光レーザビームのスポット径¢は,レーザの

波長(入)とレンズの開U数(NA)から次式で表される｡

¢∝志
スポット径は,.一三已鎚ピットの長子〟向と帖方向に関係

するため,記録密度はスポット径の2釆に反比例し増加

する｡したがって,触波長レーザと,大きなNAを持つレ

ンズを使用した場合には記録密度の向上を大幅に図るこ

とができる｡

一方,レーザパルス月鯛寸磁界変調記録は微小ピットを

正確に記録する方法であり,かつ後述するダイレクトオ

ーバライト記録によって高速性を実現する記録方法でも

ある｡

PRMLは信号処理方式の一つであり,微小ピットを再

生する〟法である｡PRは隣接するデータとの符号間十渉

を積極的に利用し信号を再生しようとするものであり,

MLには,データの前雁を利用するビタビ復号と呼ばれ

る方法を使用する｡これらの信号処理により,従来再1二
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図2 レーザパルス照射磁界変調方式

同期信号によってパルスを照射する｡データは磁界の駆動信号と

なる｡

できなかったような小さなピットを正確に再′l三すること

ができる｡

これらの技術により平方インチ当たり記録密度1.3G

ビットを達成し,3.5インチディスクで12cmのCD-

ROMと同じ650Mバイトの記録容量を達戌した｡

2.2 高速ダイレクトオーバライト

レーザパルス月鯛寸磁界変調方式は,図2に示すように,

レーザと磁界の両方を同期をとりながらスイッチング

し,磁区と呼ばれる光磁気マークを記録するものである｡

この方式は間欠的にパルス光を照射して記録媒体を加熱

し,そこに外部磁界を与えてデータを直接書き扱える(ダ

イレクトオーバライト)ものである｡これは,データを書

き換えるときに,消去一記録という2段階のステップを

踏まずに一つの軌作で消去･記録を行うものであi),主

に記録時の高速性が増す｡

さらに,この方式では図2に示すように,同期パルス

間隔(d)を光のスポット径(Ⅰカよりも′トさくすることによ

り,光の回折限界の†程度の小さな光磁気信号(磁区)の
記録が可能となる｡

2,3 サンプルサーボ技術とROM･RAM混在化技術

光ディスクは,そもそも凹凸で情報(音声,映像)をデ

ィスクに形成した大容量配布型媒体としてスタートし

た｡この特徴はコンピュータの分野でもCD-ROMとして

生かされ,最近ではほとんどのパソコンに内蔵されるよ

うになっている｡今回のシステムでは,光磁気信ぢ･と叩l

ハピットからの信号が混在するパーシャルROMディス

クを実現するため,ROM･RAMともに′左足した制御が

可能なサンプルサーボ方式3)を採用した｡

サーボ領域 データ領域

…-∈ヲ…

サーボピット クロックピット

(a)ROM部(凹凸ピット)

記録磁区

(b)RAM部(光磁気)

図3 サンプルサーボ

サーボピットとクロックピットから成るサーボ領域はROM･

RAM共通であり,凹凸ピットによって形成される｡

この方式では,図3に示すようにディスク上に一左†Fり

隔でサーボ領域を設け,この領域に設けられたサーボピ

ットによって制御信号チを得るものである｡この方式では,

従来に比べて光学系が簡単になl),かつ制御性も向上す

る｡また,クロック信号をあらかじめディスクに形成さ

れたクロックピットから取り出すために,クロックの制

御怖が向上する｡

これらの信号はROM･RAMとも何じ凹凸ピットで

形成されるため,情報がROM(凹凸ピット)とRAM(光

磁気)に混在するパーシャルROMディスクであっても,

サーボ信一引ま安定して得ることができる｡

田 マルチメディアへの応用

日豆自で述べたように,近年,光ディスクを取り巻く環

境は人きく変化している｡これは図4に示すように,コ

ンピュータを中心としたハードウェア,ソフトウェアの

大きな変化,さらにネットワークなどのインフラストラ

クチャの変化によるところが大きく,これに伴って大容

量の,持ち逓び可能なリムーバブルメディアが要求され

ている｡

従来のメディアでは,大量生産･配布に優れるCD-

ROM,高速大容量のHDD,データの移軌に優れるFD,

および映像を扱う磁気テープと,それぞれ役割分担され

ていた｡現在では,従来に比べて取り扱うデータ最が急

激に増加し,特にリムーバブルメディアには適当なもの

が見当らない状況である｡
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コンピュータ環境の変化

●高速化 CPU,データバス

●ソフトウエアの肥大化

OS,アプリケーション

●マルチメディア

音声･画像の取り込み

●放送,通信インフラストラクチャ

ネットワーク環境の充実

●パッケージメディア

CD-ROM

●小型パーソナル横器

ノート型パソコン

パーソナル携帯端末

雪国M｡

注:略語説明

国和

Dr｢

鞄

HDD

○…

3.5インチ高密度
光ディスク

理想的なリムーバブルメディア

OS(OperatingSystem),パソコン(パーソナルコンピュータ)

リムーバブル装置への要求

●大容量,高速性,リムーバブル通信メディア

ヘの対応

●パッケージメディアヘの対応

●ROM対応

●携帯端末･ノート型パソコンヘの対応

応 用

●HDDのバックアップ

●拡張･増設ストレージ装置

ソフトウェアの肥大化に伴う増設

●マルチメディアプレゼンテーション

書と映像を用いたプレゼンテーション用ディスク

●パーシャルROM

例:ゲーム,ナビゲーション,ビデオマガジン

●パーソナルメディア

個人のオリジナルティスク

図4 光ディスクを取り巻く環境と将束の応用

用途によって使い分けていた時代から,すべての用途に使用可能な,理想的なリムーバブルメディアの時代となる｡

マルチメディア時代には,コンピュータ･放送･通信

といった境界が薄れるように,記録メディアでも棲(す)

み分けの時代から統合する方向に動くことが予想できる｡

この場合,/H叫開発した光ディスクシステムは,CDIROM

と同じ大容量でかつ高速性に優れ,しかもROMとRAM

を自由に使い分けることができるため,理想的なリムー

バブルメディアに最も近いところにあると考えられる｡

応用例としては,図4に示すように大容量であること

から,バックアップはもちろんのこと,拡張･増設スト

レージとしての使用,さらに映像･宵声を扱うマルチメ

ディア用システムを円いたプレゼンテーション用にも使

蛸できる｡

さらに,パーシャルROMの使川例として,OS,アプリ

ケーションソフトウエアなどの情報をあらかじめCD-

ROMのように凹凸のピットとしてディスクに形成して

おき,自分自身でカスタマイズした情報をRAM領域に

記録することにより,場所を問わず常に同じ環境を作り

出すパーソナルディスクとして使用するシステムも考え

られる｡

またゲーム,ナビゲーション,ビデオマガジンといっ

た家庭用への可能性も大きい｡

巴 おわりに

ここでは,3.5インチ高密度光ディスクシステムについ

て述べた｡

このディスクシステムは,人容量という点だけでなく,

パーシャルROMが実現できるといった,システム的にも

新しい魅力を待ったものであるといえる｡現在,これら

の特徴を生かした新しいシステムを検討中である｡今後,

ディスクドライブとしての位置づけだけでなく,新シス

テムのキーデバイスといった位置づけでさらに展開を凶

る考えである｡
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